Shock phenomena in the outer part of a star (星の外層に於ける衝撃波現象) by 寺内 隆太郎
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 論文審査結果の要旨
 本論文は星の大気をn;3のポリト・一プ,ガ'ス球であると仮定し,これを初期条件として,大
 気の底で発生する種々の擾乱によって生ずる衝撃波の大気中での伝播を運動量,質量,エネルギー
 の保存,輻射の伝播等をあらわす連立偏微分方程式と状態方程式を組みあわせて追究したものであ
 る。特に己れらの基本方程式中には従来全く無視きれていた輻射の項が考慮されていることは注目
 に値する。
 これらの方程式の解法として,擬粘性係数を導入した方法を用い,解法そのものについても,採
 用すべき擬粘性係数の大きさ等に関して幾つかの知見が得られたが,輻射を考慮した衝撃波の伝播
 では初期に於てのみ断熱的運動との差が大きく,以後その差は小さくなり,従ってより簡単な場合
 に知られていた相似則が外層に於ては成立つこと。断熱変化の場合に比較して衝撃波が弱く,かつ
 表面に達する時間が長くなることを示した。
 また,始めに運動には擾乱を与えず,輻射束にのみ擾乱を与えても,衝撃波が生じ,この場合の
 相似則が成立つ領域での伝播は運動に擾乱を与えた場合に酷似し,伝播は主に与えられた擾乱エネ
 ルギーのみに依存することを示した。
 更に衝撃波伝播の結果として生ずる星の周囲の外包の保有する質量および運動エネルギーを局所
 脱出速度についての考察から推定し,外包の持つ運動のエネルギーが高々全運動のエネルギーの10
 %にすぎず、大部分は大気の断熱的膨脹のために消費されることを示した。
 この結果を新星現象に適用し,新星の外包の説明に必要な擾乱エネルギーが約10⑩エルグであ
 ることを推定し,かつ新星の光度曲線の説明には,水素イオンの再結合が重要な役割を担っている
 ことを指摘し,更に乱流状,対流,高エネルギー粒子流の考慮か必要なことを注意している。
 以上は簡単な場合につき従来知られていたいくつかの事項が実際の星の大気に於ても成立つこと
 をたしかめたのみならず,種々の新しい知見を加えたものである。従ってこれは博士の論文として
 適当であり,よって寺内隆太郎提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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